
特集 1
サステナブル支援でおさえておきたいサステナブル支援でおさえておきたい
ESGキーワード早わかりESGキーワード早わかり

　金融庁は、各種サステナブルに関する研究を進めており、また金融　金融庁は、各種サステナブルに関する研究を進めており、また金融
機関に対してもサステナブル支援に伴う相応の知見を求めている。し機関に対してもサステナブル支援に伴う相応の知見を求めている。し
かし、融資提案においてもサステナブルに関する用語は多岐に亘り、かし、融資提案においてもサステナブルに関する用語は多岐に亘り、
それぞれまだなじみがないものも多い。用語の意味はもちろん、どそれぞれまだなじみがないものも多い。用語の意味はもちろん、ど
のような金融業務に結びつくのか知っておく必要がある。本企画は、のような金融業務に結びつくのか知っておく必要がある。本企画は、
ESGの意義に加え、E・S・Gそれぞれの分野に分かれたキーワードESGの意義に加え、E・S・Gそれぞれの分野に分かれたキーワード
の用語の意味、さらに具体的に金融機関はどう取り組んでいくのかにの用語の意味、さらに具体的に金融機関はどう取り組んでいくのかに
ついて解説した。ついて解説した。

　　　ESGとは  12

　　　「E・S・G」知っておくべきキーワード  12
⑴　E（Environment ／環境）

再生可能エネルギー／カーボンリサイクル／ゼロエミッション／E-waste
（電子廃棄物）／ LCA／脱プラスチック／GXリーグ

⑵　S（Social ／社会）
強制労働／人権デューデリジェンス／少子高齢化と労働生産性向上

⑶　G（Governance ／企業統治）
TCFD／ TNFD

 株式会社クニエ
 牧野明弘／和泉信哉／在原伸幸／久田莉々
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Ｅ
Ｓ
Ｇ
と
は

⑴　

な
ぜ
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
取
組
む
の
か

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
と
は
企
業
経
営
や
成
長

に
お
い
て
、
環
境
、
社
会
、
企
業

統
治
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の
配
慮

が
必
要
と
い
う
考
え
方
で
、En-

vironm
ent

（
環
境
）、Social

（
社

会
）、Governance
（
企
業
統
治
）

の
頭
文
字
を
取
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

　

現
在
は
、
企
業
の
財
務
情
報
だ

け
で
は
な
く
、
株
主
や
投
資
家
の

立
場
か
ら
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
観
点
を
重
視

す
る
傾
向
が
広
ま
っ
て
お
り
、
企

業
の
長
期
的
な
成
長
の
た
め
に
は
、

こ
の
三
つ
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、

・
環
境
：
地
球
温
暖
化
対
策
、
生

物
多
様
性
の
保
護
活
動

・
社
会
：
人
権
へ
の
対
応
、
地
域

貢
献
活
動

・
企
業
統
治
：
法
令
遵
守
、
社
外

取
締
役
の
独
立
性
、
情
報
開
示

な
ど
を
重
視
し
、
各
分
野
へ
の
適

切
な
対
応
が
企
業
の
長
期
的
成
長

の
原
動
力
と
な
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
観

点
が
低
い
企
業
は
長
期
的
な
成
長

が
望
め
ず
、
大
き
な
リ
ス
ク
を
抱

え
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
。

⑵　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
が
注
目
さ
れ
る
背
景

　

企
業
が
短
期
的
な
財
務
評
価
に

固
執
す
る
あ
ま
り
、
無
理
に
事
業

展
開
を
強
行
し
て
環
境
汚
染
・
労

働
問
題
・
不
祥
事
を
引
き
起
こ
し
、

結
果
と
し
て
企
業
経
営
に
致
命
的

な
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
及
ぼ
し
た
過

去
が
あ
る
。
そ
の
反
省
と
し
て
Ｅ

Ｓ
Ｇ
の
考
え
が
普
及
し
た
。

⑶　

未
来
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

が
増
強
す
る
効
果
が

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
取
組
む
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
社
会
課
題
解
決
に
向
け
て
新
規

事
業
を
創
出
し
、
未
来
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
増
強

・
顧
客
基
盤
、
人
的
・
組
織
資
産
、

取
引
関
係
等
の
面
か
ら
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
創
出
が
向
上

・
各
種
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
た

ブ
ラ
ン
ド
の
強
化

・
リ
ス
ク
管
理
の
高
度
化
に
よ
る

資
本
コ
ス
ト
の
低
減

　

一
般
的
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
で
高
評
価
を

受
け
て
い
る
企
業
は
収
益
性
が
高

い
と
さ
れ
、
財
務
指
標
も
安
定
し

て
い
る
。
今
後
、
社
会
や
投
資
家

の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
へ
の
関
心
が
さ
ら
に
高

ま
れ
ば
企
業
価
値
の
増
大
に
繋
が

っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

以
下
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
各
分
野
の
キ
ー
ワ

ー
ド
を
解
説
す
る
。

　
　
「
Ｅ
・
Ｓ
・
Ｇ
」
知
っ
て
お

く
べ
き
キ
ー
ワ
ー
ド

⑴　

Ｅ（E
nvironm

ent

／
環
境
）

　
　
　
　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー①　

パ
リ
協
定
実
現
貢
献
に
期
待

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、

太
陽
光
や
風
力
、
水
力
、
生
物
資

源
（
バ
イ
オ
マ
ス
）
な
ど
、
地
球

上
に
自
然
に
再
生
さ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
を
い
う
。
日
本
に
お
け
る

発
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
内
訳
は
図
表
１

に
示
し
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
意
義
と
し
て
、
①
燃
料
を
使

わ
ず
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
環
境
負
荷

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
、
②
太
陽
光
や
風
力
な
ど
は
一

度
稼
働
す
れ
ば
温
室
効
果
ガ
ス
を

発
生
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ

り
、
長
期
的
に
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
③
国
内
で
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
生
産
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
海

外
資
源
に
頼
ら
な
い
た
め
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
の
向
上
に
も
繋
が

る
、
④
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
産
業
の
新
規
事
業
や
雇
用
創
出

な
ど
の
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
も
期
待

さ
れ
る
、
と
い
っ
た
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　

２
０
１
５
年
に
合
意
し
２
０
１

６
年
に
発
効
し
た
パ
リ
協
定
に
お

い
て
、
世
界
の
平
均
気
温
上
昇
を

産
業
革
命
以
前
に
比
べ
て
２
℃
よ

り
十
分
低
く
保
ち
、
１
・
５
℃
に

抑
え
る
努
力
を
す
る
こ
と
と
、
21

世
紀
後
半
に
は
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
と
吸
収
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
こ
と
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
温
室
効
果

1

2⑴

Ｅ（E
nvironm

ent

／
環
境
）

W
o
r
d
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ガ
ス
の
排
出
が
限
定
的
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
パ
リ
協

定
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

②　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
企
業
の
取
組
み

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
環
境
保
護
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
の
向
上
に

貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、
多
く
の
企
業

が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
組
み
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
以
下
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
企
業
の
取

組
み
の
一
例
で
あ
る
。

ⅰ
．
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
技
術
を
開
発
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
・

販
売
を
行
う
取
組
み

ⅱ
．
自
社
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
に
対
し
て
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用

す
る
こ
と
で
環
境
負
荷

の
低
減
や
コ
ス
ト
削
減

を
図
る
取
組
み

ⅲ
．
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
投
資
や
資

金
提
供
等
を
行
い
、
市
場
拡
大

に
貢
献
す
る
取
組
み

ⅳ
．
他
の
企
業
や
政
府
等
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
み
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や

普
及
に
向
け
た
取
組
み

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
パ
リ

協
定
を
代
表
と
す
る
国
際
協
定
や

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
上

も
ま
す
ま
す
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
企
業
は
環

境
保
護
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

を
保
つ
た
め
、
さ
ら
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

③　

金
融
機
関
の
具
体
的
取
組
み

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
融
資

や
資
金
調
達
と
い
っ
た
支
援
及

び
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

の
提
供

・
Ｅ
Ｓ
Ｇ
債
等
環
境
に
配
慮
し
た

投
資
商
品
の
提
供
及
び
投
資
家

へ
の
投
資
機
会
の
拡
大

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の

リ
ス
ク
管
理
サ
ー
ビ
ス
提
供

　
　
　
　
　

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル①　

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
を
抑
制
す
る

　

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
と
は
、

Ｃ
Ｏ
２
を
資
源
と
し
て
捉
え
、
分

離
・
回
収
・
再
利
用
し
、
大
気
中

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
抑
制
す
る
こ
と

で
あ
る
。
似
た
ワ
ー
ド
に
「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と

吸
収
量
を
均
衡
さ
せ
、
差
し
引
き

ゼ
ロ
と
す
る
こ
と
を
指
す
。

　

２
０
２
０
年
10
月
、
日
本
政
府

は
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
」
を
宣
言
。
同
年
12
月

に
は
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
実
行

計
画
を
策
定
し
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
を
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
に
向
け
た
キ
ー
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
と
し
て
位
置
付
け
る
と
と

も
に
、
社
会
実
装
に
向
け
た
技
術

開
発
・
実
証
の
道
筋
を
明
記
し
た
。

経
済
産
業
省
は
、
直
近
の
主
な
取

W
o
r
d

図表１　日本国内で発電しているエネルギーの内訳

出所：環境NPO法人環境エネルギー政策研究所「2021 年（暦年）の自然エネルギー電力の割合（速報）」
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組
み
内
容
３
点
を
挙
げ
て
い
る
。

１
．
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
実
証

研
究
拠
点
の
開
所

　

実
証
研
究
・
基
礎
研
究
・
藻
類

研
究
の
三
つ
の
エ
リ
ア
（
総
面
積

１
万
４
３
０
０
㎡
）
か
ら
な
り
、

隣
接
す
る
大
崎
ク
ー
ル
ジ
ェ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
分
離
・
回
収
し
た

Ｃ
Ｏ
２
を
供
給
で
き
る
日
本
初
の

施
設
と
し
て
整
備
。
２
０
２
２
年

９
月
開
所
式
を
催
行
。

２
．
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

基
金
の
公
募
・
採
択
が
進
展

　

総
額
２
兆
円
規
模
の
「
グ
リ
ー

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
」
の
活

用
を
通
じ
、
社
会
実
装
に
向
け
た

技
術
開
発
・
実
証
の
取
組
み
を
加

速
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料
製
造
・

燃
料
製
造
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
製

造
・
Ｃ
Ｏ
２
分
離
回
収
の
４
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
組
成
し
、
合
計
予
算

規
模
は
約
３
３
６
５
億
円
に
上
る
。

３
．
大
崎
ク
ー
ル
ジ
ェ
ン
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
Ｉ
Ｇ
Ｆ
Ｃ
実
証
を
開

始

　

２
０
２
２
年
４
月
よ
り
、
Ｃ

Ｏ
２
分
離
・
回
収
設
備
を
組
み
合

わ
せ
た
Ｉ
Ｇ
Ｆ
Ｃ
（
石
炭
ガ
ス
化

燃
料
電
池
複
合
発
電
）
の
実
証
を

開
始
。

②　

化
学
品
・
燃
料
・
固
形
化
に

よ
る
再
利
用
で
技
術
進
展

　

現
在
は
、
吸
収
し
た
Ｃ
Ｏ
２
を

化
学
品
・
燃
料
・
固
形
化
等
に
よ

り
再
利
用
す
る
技
術
開
発
が
進
ん

で
い
る
。
国
内
産
業
界
及
び
研
究

機
関
等
の
取
組
内
容
は
、
経
済
産

業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
「
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
事
例
集
」

に
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
特

に
、
微
細
藻
類
の
光
合
成
作
用
を

利
用
し
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
、
か
つ
燃

料
や
化
学
品
を
生
成
す
る
研
究
開

発
事
例
は
多
い
。
海
外
で
は
、
ド

イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科
大
学
に

お
い
て
発
電
所
や
産
業
施
設
で
回

収
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
を
海
中
の
藻
類

細
胞
へ
取
り
込
み
、
こ
の
藻
類
を

使
っ
て
炭
素
繊
維
を
製
造
す
る
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
。

③　

金
融
機
関
の
具
体
的
取
組
み

　

現
在
、
製
造
業
の
開
発
部
門
に

お
い
て
は
、
特
に
購
入
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
及
び
販
売
製
品
使
用
か
ら

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
削
減
す
る
た

め
の
方
法
や
技
術
を
模
索
し
て
い

る
。
取
引
先
に
対
し
て
国
内
外
の

最
新
事
例
を
紹
介
し
つ
つ
、
新
た

な
研
究
開
発
へ
の
投
資
を
支
援
す

る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

①　

温
室
効
果
ガ
ス
ゼ
ロ
を
表
現

　

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
、
生

産
活
動
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物

を
原
材
料
な
ど
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
こ
と
で
、
埋
め
立
て
処
分

量
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
す

考
え
方
で
あ
る
。
１
９
９
４
年
に

国
連
大
学
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
考

え
方
で
あ
る
が
、
昨
今
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ

へ
の
取
組
み
が
国
際
的
に
広
が
る

中
で
関
心
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
国
内
で
は
、
ゼ
ロ
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
は
、〝
温
室
効
果
ガ
ス

が
ゼ
ロ
の
社
会
〞
を
意
味
す
る
言

葉
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

国
内
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
経
済

産
業
省
の
「
ゼ
ロ
エ
ミ
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
が
あ
る
。
ゼ
ロ
エ
ミ
・
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
は
、
脱
炭
素
に
向
け

た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
果
敢
に
挑

戦
す
る
企
業
を
ゼ
ロ
エ
ミ
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
企
業
と
位
置
づ
け
、
そ
の

企
業
リ
ス
ト
を
公
表
す
る
こ
と
な

ど
で
当
該
企
業
へ
の
民
間
資
金
の

誘
導
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
２
０

２
０
年
10
月
に
第
一
弾
、
２
０
２

１
年
10
月
に
は
第
二
弾
の
企
業
リ

ス
ト
が
公
表
さ
れ
、
そ
の
企
業
数

は
約
６
０
０
社
に
上
る
な
ど
、
そ

の
取
組
み
が
国
内
に
お
い
て
も
広

が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

②　

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

技
術
が
重
要

　

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
目
指
し

て
い
く
う
え
で
重
要
と
な
る
技
術

と
し
て
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
技
術
が
あ
る
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
技
術
は
、
大
気
中

の
Ｃ
Ｏ
２
を
回
収
・
吸
収
し
，
貯

留
・
固
定
化
す
る
こ
と
で
、
大
気

中
の
Ｃ
Ｏ
２
除
去
に
資
す
る
技
術

で
あ
る
。
代
表
的
な
技
術
は
以
下

W
o
r
d
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が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
Ｄ
Ａ
Ｃ
（D

irect A
ir Captu-

re

）：
Ｃ
Ｏ
２
を
大
気
中
か
ら
直

接
回
収
す
る
技
術
。
国
内
で
開

発
が
進
展
し
て
い
る
。
Ｄ
Ａ
Ｃ

で
回
収
し
た
Ｃ
Ｏ
２
を
地
中
に

貯
蔵
す
る
技
術
を
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ

と
い
う
。

・
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（Bioenergy 

w
ith Carbon D

ioxide Cap-
ture and Storage

）：
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
で
排
出
さ
れ
た
Ｃ

Ｏ
２
を
回
収
し
地
中
に
貯
留
す

る
技
術
。

・
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（Carbon dioxide 

C
apture, U

tilization and 
Storage

）：
Ｃ
Ｏ
２

の
回
収
、

有
効
活
用
、
貯
留
と
い
う
意
味

が
あ
り
、
産
業
活
動
に
よ
り
生

じ
た
排
気
ガ
ス
か
ら
二
炭
化
炭

素
を
分
離
・
回
収
し
、
資
源
と

し
て
有
効
利
用
す
る
こ
と
や
、

地
下
の
地
層
に
貯
蓄
す
る
技
術
。

③　

金
融
機
関
の
具
体
的
取
組
み

・
担
当
顧
客
の
中
に
、
将
来
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
組
み
そ
う

な
先
が
な
い
か
調
べ
る
。

・
取
引
先
に
対
し
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
向
け
た
取
組
み
状
況

を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
。

・
取
引
先
に
対
し
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
技
術

開
発
、
設
備
投
資
の
資
金
需
要

が
な
い
か
確
認
す
る
。

　
　
　
　
　

Ｅ
-ｗ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ（
電

子
廃
棄
物
）

①　

世
界
中
で
５
０
０
０
万
ト
ン

以
上
が
廃
棄

　

電
子
回
路
や
電
気
部
品
を
持
つ

製
品
（
乾
電
池
、
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
、
セ

ン
サ
ー
や
デ
バ
イ
ス
な
ど
幅
広
い

製
品
を
指
す
）
が
再
利
用
の
手
段

無
く
廃
棄
さ
れ
た
も
の
が
電
子
廃

棄
物
と
な
る
。
英
語
で
は
「
Ｅ
-ｗ

ａ
ｓ
ｔ
ｅ
」
や
「
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

（W
aste Electrical and Elec-

tronic Equipm
ent

）」
と
い
わ

れ
る
。

　

国
連
の
グ
ロ
ー
バ
ル
電
子
廃
棄

物
統
計
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
レ

ポ
ー
ト
「T

he Global E-w
aste 

M
onitor 

２
０
２
０
」
に
よ
る
と
、

現
在
世
界
中
で
５
０
０
０
万
ト
ン

以
上
の
電
子
廃
棄
物
が
生
産
さ
れ
、

２
０
３
０
年
に
は
７
０
４
０
万
ト

ン
に
上
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
分
野
の
拡
大
に
伴
い
電
子

廃
棄
物
は
急
増
し
て
い
る
が
、
全

体
の
17
・
５
％
程
度
し
か
再
利
用

に
回
せ
て
い
な
い
。
製
品
ご
と
に

含
有
す
る
材
料
、
適
切
な
処
分
や

リ
サ
イ
ク
ル
の
方
法
も
異
な
る
た

め
、
廃
棄
管
理
が
困
難
と
な
り
や

す
い
た
め
だ
。

②　

放
置
す
れ
ば
人
々
に
危
害
を

及
ぼ
す
恐
れ
も

　

適
切
な
廃
棄
管
理
シ
ス
テ
ム
が

な
い
場
合
、
水
銀
や
臭
素
系
難
燃

剤
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
等
Ｅ
-ｗ
ａ
ｓ

ｔ
ｅ
に
含
ま
れ
る
有
毒
物
質
は
環

境
の
中
に
排
出
さ
れ
、
Ｅ
-ｗ
ａ

ｓ
ｔ
ｅ
回
収
場
で
生
活
し
た
り
、

働
い
た
り
し
て
い
る
人
々
に
危
害

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
大
き
く
な
る
。

　

Ｅ
-ｗ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
の
危
険
性
は

健
康
上
の
リ
ス
ク
に
と
ど
ま
ら
ず
、

温
暖
化
に
も
直
結
す
る
。
冷
蔵
庫

や
エ
ア
コ
ン
に
使
わ
れ
る
温
度
交

換
機
器
が
廃
棄
さ
れ
れ
ば
、
徐
々

に
温
室
効
果
ガ
ス
が
排
出
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
。
廃
棄
物
回
収
場
か

ら
は
毎
年
約
９
８
０
０
ト
ン
が
漏

れ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
全
世

界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
か
ら
の
排

出
量
の
０
・
３
％
に
相
当
す
る
。

　

一
方
、
Ｅ
-ｗ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
に
は

有
害
物
質
だ
け
で
は
な
く
金
、
銀
、

銅
、
白
金
な
ど
貴
金
属
や
有
用
な

原
材
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。
２
０

１
９
年
に
廃
棄
さ
れ
た
５
０
０
０

万
ト
ン
以
上
の
Ｅ
-ｗ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ

に
は
少
な
く
と
も
５
７
０
億
ド
ル

相
当
の
価
値
が
あ
り
、
こ
の
金
額

は
殆
ど
の
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
上
回
る
。

　

Ｅ
-ｗ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
の
リ
サ
イ
ク

ル
で
最
も
取
組
み
が
進
ん
で
い
る

の
は
欧
州
だ
。
Ｅ
Ｕ
は
「
Ｗ
Ｅ
Ｅ

Ｅ
指
令
」
に
よ
り
製
品
を
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
区
分
け
し
、
製
品
各
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
リ
サ
イ
ク
ル
率
と
リ
カ

バ
リ
ー
率
を
規
定
し
て
、
そ
れ
の

達
成
を
要
求
し
て
い
る
。
当
指
令

に
備
え
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を

W
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軸
と
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

が
立
ち
上
が
り
、
潜
在
顧
客
の
協

力
の
下
で
最
新
技
術
を
活
用
し
た

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
開
発
す
る
な

ど
、
取
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
英

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
のJiva M

ate-
rials

社
で
は
完
全
リ
サ
イ
ク
ル
可

能
な
プ
リ
ン
ト
基
板
を
開
発
し
て

い
る
。

③　

金
融
機
関
の
具
体
的
取
組
み

・
電
子
・
電
気
製
品
生
産
支
援
の

た
め
の
融
資
実
行
時
に
リ
サ
イ

ク
ル
目
標
を
設
定
し
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
行
う
。

・
電
子
廃
棄
物
処
理
状
況
に
関
す

る
取
引
先
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

よ
り
現
状
把
握

・
欧
州
規
制
な
ど
先
進
動
向
の
把

握
と
取
引
先
へ
の
情
報
提
供

　
　
　
　
　

Ｌ
Ｃ
Ａ

①　

環
境
負
荷
の
定
量
的
評
価

　

Ｌ
Ｃ
Ａ
（Life Cycle A

ssess-
m
ent

）
と
は
、
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
、
ま

た
は
特
定
の
段
階
に
お
け
る
環
境

負
荷
を
定
量
的
に
評
価
す
る
手
法

で
あ
る
。
こ
こ
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
と
は
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が

販
売
・
提
供
さ
れ
消
費
さ
れ
る
範

囲
に
留
ま
ら
ず
、
原
料
と
な
る
資

源
の
採
掘
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
に
至

る
ま
で
含
む
概
念
で
あ
る
。

　

Ｌ
Ｃ
Ａ
に
お
い
て
測
定
す
る
環

境
負
荷
の
指
標
と
し
て
は
、
Ｃ

Ｏ
２
の
排
出
量
が
代
表
的
で
あ
る
。

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
を
可
視
化
す
る

意
義
と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２
を
は
じ
め

と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
ゼ
ロ
に

す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ

の
取
組
み
へ
の
寄
与
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　

世
界
規
模
の
課
題
と
し
て
地
球

温
暖
化
へ
の
問
題
意
識
が
高
ま
る

中
、
そ
の
解
決
に
向
け
、
２
０
１

５
年
の
パ
リ
協
定
に
て
、
世
界
共

通
の
長
期
目
標
と
し
て
、
世
界
的

な
平
均
気
温
上
昇
を
工
業
化
以
前

に
比
べ
２
℃
よ
り
十
分
低
く
保
つ

と
と
も
に
、
１
・
５
℃
に
抑
え
る

努
力
を
追
求
す
る
こ
と
、
今
世
紀

後
半
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
人
為
的

な
発
生
源
に
よ
る
排
出
量
と
吸
収

源
に
よ
る
除
去
量
と
の
間
の
均
衡

を
達
成
す
る
こ
と
等
が
合
意
さ
れ

た
。
こ
の
実
現
に
向
け
、
現
在
で

は
１
２
０
以
上
の
国
や
地
域
で
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け

た
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
国

内
に
お
い
て
も
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

目
指
す
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
向
を
踏
ま
え
、
事
業

者
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
可
視
化
の

動
き
が
広
が
り
、
近
年
で
は
事
業

者
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
へ
の
Ｌ
Ｃ
Ａ

の
導
入
も
見
ら
れ
る
。

②　

国
際
基
準
で
規
格
化
さ
れ
る

　

Ｌ
Ｃ
Ａ
は
国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ

Ｓ
Ｏ
（
国
際
標
準
化
機
構
）
に
よ

り
、
そ
の
実
施
手
順
な
ど
が
規
格

化
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
基
づ

い
た
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
実
施
手
順
の
例
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１
．
目
的
及
び
調
査
範
囲
の
設
定

　

対
象
と
な
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
、

評
価
対
象
（
地
球
温
暖
化
、
大
気

汚
染
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
枯
渇
等
）
等

を
明
確
す
る
。

２
．
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
分
析

　

１
．
で
設
定
し
た
調
査
範
囲
に

お
け
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
各
段

階
に
つ
い
て
、
活
動
量
を
収
集
す

る
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
分
析
を
行
う
。

　

こ
こ
で
の
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
と
は
、

一
定
期
間
に
、
特
定
の
物
質
が
ど

の
排
出
源
／
吸
収
源
か
ら
排
出
／

吸
収
さ
れ
た
の
か
を
示
す
一
覧
表

の
こ
と
を
指
す
。
ど
の
段
階
で
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
ど
の
く
ら
い

消
費
さ
れ
、
ど
の
程
度
の
環
境
負

荷
物
質
が
排
出
さ
れ
た
の
か
を
定

量
的
に
把
握
し
、
何
を
改
善
す
べ

き
か
を
明
確
に
す
る
。

３
．
影
響
評
価
（
イ
ン
パ
ク
ト
ア

セ
ス
メ
ン
ト
）

　

２
．
を
基
に
、
環
境
に
影
響
を

及
ぼ
す
各
項
目
（
Ｃ
Ｏ
２
等
）
が
、

ど
の
環
境
問
題
（
地
球
温
暖
化
や

大
気
汚
染
等
）
に
対
し
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を
定
量
的

に
評
価
す
る
。

４
．
解
釈

　

２
．
や
３
．
の
結
果
か
ら
結
論

を
導
き
、
提
言
を
ま
と
め
る
。

W
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③　

金
融
機
関
の
具
体
的
取
組
み

・
顧
客
と
の
折
衝
時
、
脱
炭
素
へ

の
取
組
み
、
特
に
Ｃ
Ｏ
２
の
可

視
化
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
す

る
。

・
顧
客
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
等
を
確

認
し
、
Ｌ
Ｃ
Ａ
が
用
い
ら
れ
て

い
な
い
か
を
確
認
す
る
。

・
上
記
の
結
果
、
顧
客
の
環
境
配

慮
へ
の
関
心
が
高
い
と
感
じ
ら

れ
る
場
合
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
積

極
的
に
提
案
す
る
。

　
　
　
　
　

脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

①　

50
年
ま
で
に
ゼ
ロ
を
目
指
す

　

世
界
で
は
年
々
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
生
産
・
使
用
量
が
増
加
し
て
お

り
、
年
間
生
産
量
は
約
４
億
ト
ン

に
上
る
。

　

環
境
省
に
よ
る
と
毎
年
約
８
０

０
万
ト
ン
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

が
海
洋
に
流
出
し
て
い
る
、
２
０

５
０
年
に
は
海
洋
中
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
の
重
量
が
魚
の
重
量
を

超
え
る
と
の
試
算
も
あ
る
。
近
年

で
は
微
細
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

で
あ
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
よ
る
海
洋
生
態
系
へ
の
影
響
に

よ
り
食
糧
問
題
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
主
な

原
料
が
石
油
で
あ
る
こ
と
か
ら
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
作
る
段
階
だ

け
で
な
く
、
ご
み
と
し
て
処
理
す

る
段
階
で
も
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
、

地
球
温
暖
化
へ
の
懸
念
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　

日
本
は
、
２
０
１
９
年
６
月
開

催
の
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い

て
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
追
加
的

な
汚
染
を
ゼ
ロ
に
ま
で
削
減
す
る

こ
と
を
目
指
す
「
大
阪
ブ
ル
ー
・

オ
ー
シ
ャ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
提

案
し
た
。「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

循
環
戦
略
」
の
一
環
と
し
て
、
２

０
２
０
年
７
月
か
ら
レ
ジ
袋
有
料

化
へ
の
取
組
み
を
行
い
、
２
０
２

２
年
４
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資

源
循
環
促
進
法
が
施
行
さ
れ
、
脱

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
向
け
て
包
括
的

に
資
源
循
環
体
制
の
強
化
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

W
o
r
d

図表２　ライフサイクル全体のプラスチックフロー

出所：経済産業省「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律について」（令和４年３月）を基に株式会社クニエ作成
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②　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促

進
法
で
求
め
ら
れ
る
取
組
み

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進

法
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資

源
循
環
の
促
進
等
を
図
る
た
め
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
使
用
の
合

理
化
・
再
商
品
化
・
自
主
回
収
・

再
資
源
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
（
図
表
２
参
照
）。

　

例
え
ば
、
①
特
定
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
使
用
製
品
（
無
料
で
配
ら
れ
る

ス
プ
ー
ン
や
ス
ト
ロ
ー
な
ど
の
12

品
目
）
の
廃
棄
物
排
出
抑
制
や
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
循
環
を
促

進
す
る
た
め
の
、
②
製
造
・
販
売

事
業
者
等
に
よ
る
自
主
回
収
・
再

資
源
化
の
積
極
的
な
取
組
み
、
③

排
出
事
業
者
（
事
務
所
、
工
場
、

店
舗
等
で
事
業
を
行
う
多
く
の
事

業
者
が
対
象
）
に
よ
る
排
出
の
抑

制
・
再
資
源
化
等
が
求
め
ら
れ
る
。

取
組
み
が
著
し
く
不
十
分
な
場
合

に
は
勧
告
・
公
表
・
命
令
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
、
各
事
業
者

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
循
環
を

促
進
す
る
取
組
み
へ
の
積
極
的
な

関
与
が
期
待
さ
れ
る
。

③　

金
融
機
関
の
具
体
的
取
組
み

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
再
利
用

に
関
す
る
研
究
開
発
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
製
品
の
開
発
と
製
造
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
企
業

へ
の
融
資
を
提
案
す
る
。

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
代
替
品
の
研

究
開
発
や
導
入
に
つ
い
て
の
融

資
を
提
案
す
る
。

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替
品
の
開
発

や
導
入
に
は
多
く
の
専
門
家
の

知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
代
替
品
の
開
発
や
導

入
に
役
立
つ
情
報
共
有
の
場
を

創
出
す
る
。

　
　
　
　
　

Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ

①　

官
・
学
・
金
で
Ｇ
Ｘ
に
挑
戦

　

日
本
は
２
０
２
０
年
10
月
に

「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言

す
る
と
と
も
に
、
２
０
２
１
年
４

月
に
は
、
２
０
３
０
年
度
の
新
た

な
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標

と
し
て
、
２
０
１
３
年
度
か
ら
46

％
削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
さ

ら
に
50
％
の
高
み
に
向
け
て
挑
戦

を
続
け
る
と
の
新
た
な
方
針
を
示

し
て
い
る
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実

現
し
、
さ
ら
に
世
界
全
体
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
も
貢

献
し
な
が
ら
、
そ
の
た
め
の
対
応

を
成
長
の
機
会
と
し
て
捉
え
、
産

業
競
争
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に

は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

い
ち
早
く
移
行
す
る
た
め
の
挑
戦

を
行
い
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
で
勝
て

る
よ
う
な
「
企
業
群
」
が
、
自
ら

以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
も
含

め
た
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
の

変
革
（
Ｇ
Ｘ
：
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
牽
引

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
Ｇ
Ｘ
に
積
極
的
に
取

組
む
「
企
業
群
」
が
、
官
・
学
・

金
で
Ｇ
Ｘ
に
向
け
た
挑
戦
を
行
う

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
共
に
、
一
体
と
し

て
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
の
変

革
の
た
め
の
議
論
と
新
た
な
市
場

の
創
造
の
た
め
の
実
践
を
行
う
場

と
し
て
「
Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
」
を
設
立

し
た
。

②　

参
加
企
業
の
創
意
工
夫
に
期

待

　

Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
参
画
企
業
に
求
め

る
取
組
み
と
し
て
、
①
自
ら
の
排

出
量
削
減
の
取
組
み
（
自
ら
１
・

５
℃
努
力
目
標
実
現
に
向
け
た
目

標
設
定
と
挑
戦
を
行
い
、
そ
の
取

組
み
を
公
表
す
る
）、
②
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
（
Ｓ
Ｃ
）
で
の
炭
素

中
立
に
向
け
た
取
組
み
（
自
ら
だ

け
で
な
く
、
Ｓ
Ｃ
上
の
幅
広
い
主

体
に
働
き
か
け
を
能
動
的
に
行
い
、

Ｓ
Ｃ
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
Ｃ
Ｎ
）
を
目
指
す
）、
③
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
た
市
場
で
の
取

組
み
（
グ
リ
ー
ン
製
品
の
積
極
・

優
先
購
入
等
に
よ
り
市
場
の
グ
リ

ー
ン
化
を
牽
引
す
る
）
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
参
画
企
業
が
自
ら

掲
げ
る
目
標
達
成
に
向
け
、
他
の

Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
参
画
企
業
に
よ
る
超

過
削
減
枠
や
、
一
般
に
流
通
す
る

カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
引

を
行
う
た
め
の
場
と
し
て
カ
ー
ボ

W
o
r
d
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ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
を
創
設
し

た
。
２
０
２
２
年
９
月
か
ら
、
国

内
事
業
者
間
で
多
く
取
引
さ
れ
て

い
る
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
対
象
と

し
た
取
引
所
取
引
を
試
行
的
に
実

施
し
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
参
加
企
業
の
投

資
・
実
践
や
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ

ッ
ト
を
通
じ
た
取
組
み
加
速
に
よ

り
、
参
加
企
業
か
ら
中
小
企
業
に

至
る
ま
で
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
カ

ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
、
バ
イ
オ
も

の
づ
く
り
等
の
生
産
プ
ロ
セ
ス
の

脱
炭
素
化
等
Ｇ
Ｘ
に
向
け
た
創
意

工
夫
が
期
待
さ
れ
て
い
る
（
図
表

３
参
照
）。

③　

金
融
機
関
の
具
体
的
取
組
み

・
Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
の
取
組
み
を
紹
介

す
る

・
Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
へ
の
参
加
を
促
す

・
取
引
先
と
Ｇ
Ｘ
参
加
企
業
の
関

係
を
説
明
す
る

・
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
等
カ
ー
ボ

ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
活
用
に
よ
る

Ｃ
Ｎ
促
進
を
提
案
す
る

⑵　

Ｓ
（S

ocial

／
社
会
）

　
　
　
　
　

強
制
労
働

①　

２
０
０
０
万
人
以
上
が
犠
牲

　

強
制
労
働
と
は
、「
あ
る
者
が

処
罰
の
脅
威
の
下
に
強
要
さ
れ
、

か
つ
、
自
ら
の
自
由
意
思
で
申
し

出
た
も
の
で
は
な
い
一
切
の
労

務
」
と
し
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労

働
機
関
）
第
29
号
条
約
に
定
義
さ

れ
て
い
る
。

　

強
制
労
働
の
背
景
と
し
て
は
、

主
に
借
金
、
刑
務
所
内
、
人
身
売

買
、
雇
用
関
係
、
搾
取
的
な
労
働

契
約
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
世
界
で
２
０

９
０
万
人
が
強
制
労
働
の
犠
牲
に

な
っ
て
い
る
。
強
制
労
働
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
る
不
正
な
利
益
の

総
額
は
、
世
界
で
年
間
１
５
０
０

億
ド
ル
に
上
り
、
こ
の
利
益
の
大

部
分
は
ア
ジ
ア
で
生
み
出
さ
れ
、

先
進
国
が
そ
れ
に
次
い
で
い
る
。

こ
の
う
ち
９
９
０
億
ド
ル
は
強
制

的
な
性
的
搾
取
に
よ
る
も
の
と
推

⑵

Ｓ
（S

ocial

／
社
会
）

W
o
r
d

図表３　カーボン・クレジット市場が、我が国全体のGXの推進に果たす役割

出所：来年度から本格稼働するGXリーグにおける排出量取引の考え方について（令和４年９月６日GXリーグ設立準備事務局）
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定
さ
れ
て
い
る
。

　

図
表
４
の
地
図
は
強
制
労
働
の

地
域
的
な
分
布
を
示
し
て
お
り
、

ま
さ
に
世
界
的
な
現
象
と
い
え
る
。

　

強
制
労
働
を
強
い
て
い
る
こ
と

が
発
覚
し
た
場
合
、
法
令
違
反
に

よ
る
処
罰
、
社
会
的
批
判
に
伴
う

企
業
価
値
の
喪
失
、
取
引
先
や
資

金
調
達
先
か
ら
の
信
用
失
墜
と
い

っ
た
リ
ス
ク
が
想
定
さ
れ
、
事
業

維
持
が
困
難
に
な
る
ほ
ど
の
ダ
メ

ー
ジ
を
負
う
可
能
性
が
あ
る
。

②　

強
制
労
働
へ
の
対
策
：
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
10
原

則
　

強
制
労
働
を

撲
滅
す
る
た
め
、

事
業
主
は
ど
の

よ
う
に
し
て
役

割
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
か
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
、

企
業
の
行
動
指

針
と
し
て
以
下
、

「
強
制
労
働
と

人
身
売
買
と
闘

う
ビ
ジ
ネ
ス
リ

ー
ダ
ー
の
た
め

の
10
原
則
」
を

策
定
し
て
い
る
。

こ
の
原
則
は
、

事
業
主
が
強
制

労
働
問
題
に
取

組
む
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
を
概
説
し

て
い
る
。

１
．
強
制
労
働
や
人
身
売
買
を
防

止
す
る
た
め
の
対
策
を
定
め
た

明
確
か
つ
透
明
性
あ
る
企
業
方

針
を
持
ち
、
当
方
針
が
自
社
製

品
及
び
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に

関
わ
る
全
て
の
企
業
に
適
用
さ

れ
る
こ
と
を
明
記
す
る

２
．
人
事
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

担
当
、
監
査
役
に
対
し
て
、
強

制
労
働
の
実
態
を
把
握
し
適
切

な
救
済
手
段
を
定
め
る
た
め
の

教
育
を
行
う

３
．
株
主
や
投
資
家
へ
定
期
的
に

情
報
提
供
を
行
う

４
．
産
業
部
門
別
（
農
業
・
建
設
・

繊
維
な
ど
）
の
協
定
や
行
動
規

範
を
推
進
す
る

５
．
移
民
労
働
者
を
公
平
に
扱
う

６
．
労
働
者
が
容
易
に
理
解
で
き

る
労
働
契
約
書
を
、
全
て
の
労

働
者
に
持
た
せ
る

７
．
取
引
関
係
者
間
の
国
内
外
イ

ベ
ン
ト
を
奨
励
し
、
潜
在
的
な

問
題
領
域
を
特
定
す
る

８
．
強
制
労
働
被
害
者
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
貢
献
す
る

９
．
政
府
・
労
働
者
・
行
政
機
関

お
よ
び
労
働
検
査
官
間
の
橋
渡

し
を
行
う

10
．
メ
デ
ィ
ア
と
の
連
携
を
進
め

る
③　

金
融
機
関
の
具
体
的
取
組
み

・
取
引
先
、
特
に
第
三
者
の
目
線

が
入
り
づ
ら
い
中
小
企
業
に
つ

い
て
は
、
事
業
主
に
労
働
環
境

に
関
す
る
意
識
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

す
る

・
定
期
的
な
実
地
訪
問
を
行
う
中

で
、
現
場
の
労
働
環
境
を
確
認

す
る

・
違
法
な
労
働
環
境
が
与
え
る
企

業
へ
の
リ
ス
ク
を
事
業
主
へ
説

明
す
る

　
　
　
　
　

人
権
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ

ェ
ン
ス

①　

疎
か
に
す
る
と
企
業
活
動
に

重
大
な
影
響
も

　

人
権
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と

は
、
企
業
が
事
業
活
動
を
行
う
中

で
、
社
内
や
取
引
先
含
む
バ
リ
ュ

W
o
r
d

図表４　強制労働人口地理的分布

出所：ILO HP（「A handbook for employers and business」2015）
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ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
児
童
労

働
や
強
制
労
働
、
差
別
な
ど
人

権
侵
害
の
リ
ス
ク
を
特
定
し
、

予
防
策
や
軽
減
策
を
取
る
こ
と

で
あ
る
。

　

戦
後
、
生
活
水
準
の
向
上
や

雇
用
創
出
等
、
社
会
に
お
け
る

企
業
の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
る

中
で
、
企
業
活
動
に
お
け
る
人

権
尊
重
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

２
０
１
１
年
、
国
連
に
て
、
企

業
に
人
権
尊
重
の
責
任
が
あ
る

こ
と
を
明
文
化
す
る
「
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権
に
関
す
る
指
導
原

則
」
が
合
意
さ
れ
た
。
当
該
原

則
の
中
で
は
、
人
権
尊
重
の
具

体
的
な
方
法
と
し
て
人
権
デ
ュ

ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
実
施
が
規

定
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
、
世
界

各
国
に
お
い
て
人
権
尊
重
を
促

す
政
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

近
年
、
欧
州
で
は
人
権
デ
ュ

ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
義
務
化
に

向
け
た
動
き
が
見
ら
れ
る
。
日

本
で
も
人
権
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ

ン
ス
の
実
施
を
謳
う
「
責
任
あ

る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
等
に
お
け

る
人
権
尊
重
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
が
経
済
産
業
省
に
よ
り
策

定
さ
れ
た
。

　

一
方
、
人
権
侵
害
が
企
業
活
動

に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
事
例
も

発
生
し
た
。
２
０
２
０
年
、中
国
・

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
お
い
て

ウ
イ
グ
ル
族
が
強
制
労
働
な
ど
の

人
権
侵
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
が

問
題
と
な
り
、
国
内
で
も
連
日
報

道
さ
れ
た
。
同
自
治
区
で
生
産
さ

れ
た
綿
を
使
用
し
て
い
た
日
系
大

手
企
業
含
む
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
、

不
買
運
動
に
よ
る
売
上
減
少
や
レ

ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
等
の
影

響
を
受
け
た
。
本
事
案
に
伴
い
、

国
内
で
も
人
権
侵
害
が
企
業
経
営

に
お
け
る
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と

が
広
く
再
認
識
さ
れ
、
人
権
デ
ュ

ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
等
に
よ
り
、
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
上
の
人
権
侵
害

を
予
防
、
削
減
し
て
い
く
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。

②　

実
効
性
の
評
価

　

人
権
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の

実
施
に
つ
い
て
、「
責
任
あ
る
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
等
に
お
け
る
人

権
尊
重
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
は
図
表
５
の
よ
う
な
プ
ロ

セ
ス
が
挙
げ
ら
れ
る
。

③　

金
融
機
関
の
具
体
的
取
組
み

・
取
引
先
の
人
権
尊
重
へ
の
対
応

状
況
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る

・
人
権
尊
重
へ
の
対
応
例
と
し
て
、

人
権
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を

紹
介
す
る

・
人
権
リ
ス
ク
の
軽
減
・
削
減
に

向
け
た
協
力
・
提
案
を
行
う（
人

権
リ
ス
ク
の
小
さ
い
調
達
先
の

マ
ッ
チ
ン
グ
等
）

　
　
　
　
　

働
き
方
改
革

①　

人
材
不
足
解
消
に
は
不
可
避

　

日
本
は
、「
少
子
高
齢
化
に
伴

う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
」「
育

児
や
介
護
と
の
両
立
な
ど
、
働
く

方
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
」
な
ど
の

状
況
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
中
、
投
資
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
生
産
性
向
上
と
と
も
に
、

就
業
機
会
の
拡
大
や
意
欲
・
能
力

を
存
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
の
整

W
o
r
d

図表５　人権デューデリジェンス

出所：経済産業省『責任あるサプライチェーン等における人権尊重のためのガイドライン』を参考に株式会社クニエにて作成
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備
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
働
き
方
改
革
」
は
、
こ
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
働
く
方
の

置
か
れ
た
個
々
の
事
情
に
応
じ
、

多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
社

会
を
実
現
し
、
働
く
方
一
人
ひ
と

り
が
よ
り
良
い
将
来
の
展
望
を
持

て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
働
き
方
改
革
は
、
労
働

の
質
を
高
め
る
こ
と
を
通
じ
て
生

産
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
一
方
、

持
続
的
な
働
き
方
改
革
を
進
め
る

た
め
に
も
生
産
性
の
向
上
が
必
要

で
あ
り
、
働
き
方
改
革
と
生
産
性

の
向
上
は
車
の
両
輪
と
し
て
推
進

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
魅
力
あ
る
職
場
と
す
る

こ
と
で
人
財
を
引
き
付
け
る
こ
と

が
で
き
、
人
手
不
足
解
消
に
も
つ

な
が
る
た
め
、
働
き
方
改
革
は
避

け
て
は
通
れ
な
い
と
い
え
る
。

②　

労
働
時
間
法
制
の
見
直
し
、

均
衡
均
等
待
遇
規
定
の
整
備

　

働
き
方
改
革
は
、
働
く
方
々
が
、

個
々
の
事
情
に
応
じ
た
多
様
で
柔

軟
な
働
き
方
を
、
自
分
で
選
択
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
革
で

あ
る
。
そ
の
実
現
の
た
め
、
労
働

時
間
法
制
の
見
直
し
や
雇
用
形
態

に
関
わ
ら
な
い
公
正
な
待
遇
の
確

保
が
な
さ
れ
た
。

　

労
働
時
間
法
制
の
見
直
し
と
し

て
、時
間
外
労
働
の
上
限
規
制（
中

小
企
業
は
２
０
２
０
年
４
月
１
日

〜
）、
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制

度
の
導
入
促
進
、
年
５
日
の
年
次

有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得
義
務
付

け
、割
増
賃
金
率
の
引
き
上
げ（
中

小
企
業
は
２
０
２
３
年
４
月
１
日

〜
）、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
に

よ
り
働
き
や
す
く
す
る
た
め
の
制

度
拡
充
、
等
が
あ
る
。

　

雇
用
形
態
に
関
わ
ら
な
い
公
正

な
待
遇
の
確
保
と
し
て
、
均
衡
・

均
等
待
遇
規
定
の
整
備
、
労
働
者

に
対
す
る
待
遇
に
関
す
る
説
明
義

務
の
強
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。

取
組
み
に
当
た
っ
て
は
、「
意
識

の
共
有
が
さ
れ
や
す
い
」
な
ど
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
こ
そ

の
強
み
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

③　

金
融
機
関
の
具
体
的
取
組
み

・
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
↓
人
材

の
確
保
↓
業
績
の
向
上
↓
利
益

増
の
好
循
環
を
作
る
た
め
の
取

組
み
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る

・
生
産
性
向
上
に
資
す
る
Ｉ
Ｔ
導

入
補
助
金
を
紹
介
す
る

・
先
端
設
備
等
導
入
計
画
に
基
づ

く
固
定
資
産
税
の
軽
減
等
、
中

小
企
業
の
投
資
を
後
押
し
す
る

税
制
支
援
を
説
明
す
る

　
　
　
　
　

少
子
高
齢
化
と
労
働

生
産
性
向
上

①　

日
本
の
少
子
高
齢
化
問
題

　

日
本
は
少
子
高
齢
化
が
最
も
進

行
し
て
い
る
国
の
一
つ
と
い
え
る
。

内
閣
府
の
調
べ
に
よ
る
と
、
少
子

高
齢
化
が
経
済
社
会
に
及
ぼ
す
影

響
と
し
て
、
主
に
４
つ
を
掲
げ
て

い
る
。
①
労
働
人
口
の
減
少
に
よ

り
国
内
市
場
が
縮
小
し
、
経
済
成

長
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
懸
念
、

②
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
若
年
層

が
現
状
の
水
準
で
地
方
圏
か
ら
大

都
市
圏
に
人
口
が
推
移
す
る
と
、

２
０
４
０
年
ま
で
に
４
分
の
１
以

上
の
地
方
自
治
体
で
行
政
機
能
を

維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
。

一
方
、
大
都
市
圏
で
の
高
齢
化
に

よ
り
医
療
・
介
護
の
供
給
不
足
と

な
る
懸
念
、
③
社
会
保
障
制
度
と

財
政
の
持
続
可
能
性
、
④
理
想
的

な
子
ど
も
の
数
を
持
て
な
い
社
会

（
２
０
１
０
年
に
夫
婦
に
尋
ね
た

理
想
的
な
子
ど
も
の
数
は
２
・
42

人
、
現
存
子
ど
も
数
は
１
・
71
人
）、

な
ど
だ
。

　

日
本
国
政
府
が
様
々
な
取
組
み

を
実
施
す
る
中
で
、
す
べ
て
の
問

題
を
直
ち
に
解
決
で
き
る
ア
プ
ロ

ー
チ
は
存
在
し
な
い
。
一
方
、
本

稿
に
お
い
て
は
①
の
懸
念
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
べ
く
少
子
高
齢
化
社
会

に
お
け
る
労
働
生
産
性
の
向
上
の

工
夫
を
紹
介
す
る
（
日
本
の
時
間

当
た
り
の
名
目
労
働
生
産
性
の
推

移
は
図
表
６
の
と
お
り
）。

②　

労
働
生
産
性
向
上
の
工
夫

　

少
子
高
齢
化
の
状
況
下
で
労
働

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
方
法
に
、

以
下
の
例
が
考
え
ら
れ
る
。

ⅰ
．
労
働
力
の
充
実

　

少
子
高
齢
化
の
状
況
下
で
は
、

W
o
r
d
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労
働
力
の
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
、
若
年
層

の
就
職
促
進
、
外

国
人
労
働
者
の
採

用
、
職
業
訓
練
等

を
行
う
こ
と
に
よ

り
高
齢
者
の
就
労

率
を
高
め
、
労
働

力
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
と
な

る
。

ⅱ
．
労
働
環
境
の

改
善

　

一
方
、
少
子
高

齢
化
の
状
況
下
で

は
、
労
働
力
不
足

を
補
う
た
め
に
長

時
間
労
働
が
さ
ら

に
深
刻
化
し
、
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
が
改
善
さ
れ

ず
、
一
層
少
子
化

が
進
行
す
る
懸
念

が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
労
働
環
境
改

善
の
一
環
と
し
て
、
働
き
方
改
革

や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
の
導

入
、
仕
事
内
容
・
時
間
の
調
整
等

や
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
機
会
に
よ
っ
て
、
働
く
人
の

意
欲
を
向
上
さ
せ
る
取
組
み
も
よ

り
重
要
と
な
る
。

ⅲ
．
技
術
革
新
の
推
進

　

ま
た
、
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、

最
新
技
術
や
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
シ

フ
ト
を
促
し
労
働
生
産
性
を
高
め

る
こ
と
も
考
え
得
る
。
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
活
用
し
た
作
業
の
自
動
化
等
の

工
夫
に
よ
り
、
労
働
生
産
性
を
高

め
、
中
長
期
的
な
経
済
成
長
を
持

続
さ
せ
る
た
め
の
推
進
力
に
も
つ

な
が
る
。
さ
ら
に
、
技
術
革
新
は

介
護
者
不
足
の
問
題
解
決
の
一
助

と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
や
高
齢
者
の
生
活
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
の
開

発
、
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
を
使
っ
た

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
健
康
管

理
を
容
易
に
す
る
セ
ン
サ
ー
技
術

の
開
発
と
い
っ
た
技
術
も
高
齢
者

ケ
ア
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。

③　

金
融
機
関
の
具
体
的
取
組
み

・
企
業
へ
の
融
資
に
よ
る
新
し
い

技
術
や
新
製
品
開
発
の
支
援

・
企
業
へ
の
融
資
に
よ
り
、
労
働

力
の
充
実
や
労
働
環
境
の
改
善

の
た
め
の
支
援

・
労
働
環
境
の
改
善
の
た
め
に
、

企
業
に
対
し
て
専
門
的
な
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

・
労
働
環
境
改
善
の
た
め
の
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
支
援

・
技
術
革
新
の
た
め
の
研
究
開
発

費
用
な
ど
の
補
助
や
、
技
術
開

発
の
た
め
の
企
業
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ン
の
確
立

⑶　

Ｇ
（G

overnance

／
企
業

統
治
）

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ

①　

金
融
安
定
理
事
会
に
よ
り
設

立

　

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
と
は
、
Ｇ
20
の
要
請

を
受
け
、
金
融
安
定
理
事
会
（
Ｆ

Ｓ
Ｂ
）
が
気
候
関
連
の
情
報
開
示

及
び
金
融
機
関
の
対
応
を
ど
の
よ

⑶

Ｇ
（G

overnance

／
企
業

統
治
）

W
o
r
d
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年度
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年度

2006
年度

2007
年度

2008
年度

2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

2014
年度

2015
年度

2016
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2020
年度

（単位：円／時間）

2021
年度

5,200

4,251 
4,331 

4,383 4,418 
4,453 

4,513 4,510 4,536 4,545 

4,644 4,642 

4,547 4,539 4,570 4,530 4,535 
4,626 

4,705 

4,862 4,886 
4,925 

4,894 
4,943 4,940 4,950 

4,630 4,633 

図表６　日本の時間当たりの名目労働生産性の推移

出所：公益財団法人日本生産性本部「日本の労働生産性の動向 2021」
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う
に
行
う
か
を
検
討
す
る
た
め
に

設
立
し
た
「
気
候
関
連
財
務
情
報

開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（T

ask 
Force on Clim

ate-related Fi-
nancial D

isclosures

）」
を
指
す
。

②　

17
年
よ
り
企
業
等
に
推
奨

　

脱
炭
素
対
応
の
枠
組
み
に
お
け

る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
乱
立
し
て

い
た
が
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
が
影
響
力
を

持
つ
こ
と
に
な
り
、
２
０
１
７
年
、

気
候
関
連
の
情
報
開
示
枠
組
み
を

設
定
し
た
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
を
公
表

し
た
。
企
業
等
に
対
し
、
気
候
変

動
関
連
リ
ス
ク
、
及
び
機
会
に
関

す
る
下
記
の
項
目
に
つ
い
て
開
示

す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

・
ガ
バ
ナ
ン
ス（G overnance

）：

ど
の
よ
う
な
体
制
で
検
討
し
、

そ
れ
を
企
業
経
営
に
反
映
し
て

い
る
か
。

・
戦
略
（Strate gy

）：
短
期
・

中
期
・
長
期
に
亘
り
、
企
業
経

営
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え

る
か
。
ま
た
そ
れ
に
つ
い
て
ど

う
考
え
た
か
。

・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（Risk 

M
anagem

ent

）：
気
候
変
動

の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
特
定
、
評
価
し
、
ま
た
そ

れ
を
低
減
し
よ
う
と
し
て
い
る

か
。

・
指
標
と
目
標
（M

etrics and 
T
argets

）：
リ
ス
ク
と
機
会

の
評
価
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
指
標
を
用
い
て
判
断
し
、
目

標
へ
の
進
捗
度
を
評
価
し
て
い

る
か
。

　

指
標
と
目
標
の
一
項
目
で
あ
る

Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
に
係
る
開
示
は
、

大
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
中
小
企
業
に

と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
で

あ
る
た
め
、
今
後
の
国
内
外
の
開

示
動
向
に
は
十
分
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

具
体
的
な
開
示
内
容
は
図
表
７

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

２
０
２
３
年
１
月
４
日
現
在
、

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
に
対
し
て
、
世
界
全
体

で
は
金
融
機
関
を
は
じ
め
と
す
る

４
１
０
０
の
企
業
・
機
関
が
賛
同

を
示
し
、
日
本
で
は
１
１
５
８
の

図表７　TCFD枠組に基づく気候変動関連の開示

出所：TCFD提言を基に弊社作成
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企
業
・
機
関
が
賛
同
の
意
を
示
し

て
い
る
。

③　

金
融
機
関
の
具
体
的
取
組
み

・
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
取
組
み
概
要
を
紹

介
す
る

・
大
企
業
と
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
関
係
か
ら
、
中
小
企
業
に

も
影
響
が
大
き
い
と
説
明
す
る

・
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
と
捉

え
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ッ
チ
ン
グ

等
を
提
案
す
る

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ

①　

自
然
関
連
リ
ス
ク
に
関
す
る

情
報
開
示
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

構
築

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
推
計

に
よ
る
と
、
自
然
に
対
す
る
依
存

度
が
中
等
度
ま
た
は
高
度
に
該
当

す
る
経
済
活
動
は
世
界
の
経
済
の

産
出
量
の
半
分
以
上
に
あ
た
り
、

そ
の
影
響
に
よ
る
生
物
多
様
性
の

喪
失
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
２

０
１
９
年
１
月
の
世
界
経
済
フ
ォ

ー
ラ
ム
年
次
総
会（
ダ
ボ
ス
会
議
）

に
て
、資
金
の
流
れ
を
自
然
保
全
・

回
復
へ
の
活
動
に
向
け
る
た
め
Ｔ

Ｎ
Ｆ
Ｄ
が
着
想
さ
れ
、
２
０
２
１

年
６
月
、
民
間
企
業
や
金
融
機
関

が
、
自
然
資
本
及
び
生
物
多
様
性

に
関
す
る
リ
ス
ク
や
機
会
を
適
切

に
評
価
し
、
開
示
す
る
た
め
の
枠

組
み
を
構
築
す
る
国
際
的
な
組
織

で
あ
る
自
然
関
連
財
務
情
報
開
示

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（T
askforce 

on N
ature-related Financial 

D
isclosures

。
以
下
、Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
）

が
立
ち
上
が
っ
た
。

　

Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
に
続

く
枠
組
み
と
し
て
、
資
金
の
流
れ

を
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
移

行
さ
せ
る
と
い
う
観
点
で
、
取
組

み
を
進
め
て
い
る
。

②　

金
融
の
流
れ
を
プ
ラ
ス
に
移

行
す
る
こ
と
を
目
指
す

　

Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
は
、
企
業
や
金
融
機

関
な
ど
の
市
場
参
加
者
が
自
然
関

連
の
リ
ス
ク
と
機
会
を
管
理
し
、

情
報
開
示
す
る
た
め
の
枠
組
み
を

開
発
す
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
あ

る
。
企
業
な
ど
に
自
然
に
関
す
る

情
報
開
示
を
促
し
、
世
界
の
金
融

の
流
れ
を
自
然
に
と
っ
て
マ
イ
ナ

ス
か
ら
プ
ラ
ス
の
状
態
に
移
行
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
２

０
２
２
年
３
月
、
自
然
に
関
す
る

情
報
開
示
の
枠
組
み
で
あ
る
「
Ｔ

Ｎ
Ｆ
Ｄ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
の
最

初
の
ベ
ー
タ
版
（
試
作
版
）
が
公

表
さ
れ
た
。
ベ
ー
タ
版
の
特
徴
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
自
然
を
陸
、
海
、
淡
水
、
大
気

の
４
領
域
で
構
成
さ
れ
る
も
の

と
し
定
義
を
明
確
に
し
た

・
自
然
関
連
の
リ
ス
ク
と
機
会
を

両
面
か
ら
説
明
し
て
い
る
。
自

然
関
連
リ
ス
ク
と
は
、
自
然
へ

の
依
存
関
係
や
影
響
に
関
連
し

て
企
業
に
も
た
ら
さ
れ
る
潜
在

的
脅
威
と
し
、
他
方
、
自
然
へ

の
影
響
を
回
避
・
軽
減
し
た
り
、

自
然
の
回
復
に
貢
献
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
企
業
と
自
然
の
双

方
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の
状
態
を

生
み
出
す
活
動
を
「
自
然
関
連

機
会
」
と
し
て
い
る
。

・
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
の
枠
組
み
草
案
は
、

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
と
同
じ
４
つ
の
柱
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
戦
略
・
リ
ス
ク

管
理
・
指
標
と
目
標
で
構
成
さ

れ
る
。

・
自
然
関
連
開
示
に
お
け
る
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
指
摘
し

て
お
り
、
地
域
の
生
態
系
に
業

務
が
依
存
し
た
り
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
で
、
自
然
関
連
リ
ス
ク

や
機
会
が
発
生
す
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
留
ま
ら

ず
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
を

見
通
し
た
自
然
関
連
情
報
の
開
示

が
求
め
ら
れ
て
い
る
点
が
、
Ｔ
Ｃ

Ｆ
Ｄ
と
は
異
な
る
。

③　

金
融
機
関
の
具
体
的
取
組
み

・
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
の
取
組
み
概
要
を
紹

介
す
る

・
生
物
多
様
性
に
関
連
し
た
組
織

の
リ
ス
ク
と
機
会
へ
の
理
解
を

深
め
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
・
自
ら
の
事
業
活
動
と
自
然
と
の

関
係
を
整
理
す
る
こ
と
を
薦
め

る

W
o
r
d




